
こと。

を受けること。
　なお、更新計画については作成不要である。

特　　　記　　　仕　　　様　　　書

本委託調査に適用する特記事項は次に示すとおりとする。

特　　　記　　　事　　　項

１．　ＣＳＦ（豚熱）への対応について
　ＣＳＦ（豚熱）の感染拡大防止のため、新潟県におけるＣＳＦ対策を熟知して適切な対応に努める

２．　列状間伐調査地における標準地の設定について
　隣接する立木間距離を約1.8mとして2伐5残を想定する。目安として、下記のような区域を標準地と
　して設定する。

３．　官行造林の調査について
　本委託調査における官行造林の調査については、胸高直径10ｃｍ未満の立木の調査を省略する
ことができる。
　また、調査区域について不明な点がある場合は調査前に事前に監督職員と現地確認を行い、指示
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3.6m 9.0m

25m程度

16m
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約400m2



記番 林小班
1 74か2
2 74よ
3 74つ1
4 74つ2
5 74な
6 89へ
7 89わ2

8～10 126わ2①②③

11 津南町官造15い①
12 津南町官造15い②
13 津南町官造15い③
14 津南町官造15い④
15 津南町官造15い⑤

16～20
飯田曲谷官造

2い①～③・ほ①②
※周囲測量について、小班(伐区)界で重複する部分の二重実測を見込まない。
※周囲表示について、小班(伐区)界の重複部は区域内で区域ごとに表示する。

　本委託調査で見込む周囲表示/測量の詳細は下記のとおりである。
４．　周囲表示/測量について

周囲測量 周囲表示 備考
製品生産
（保護伐）

小班界・標準地

標準地 小班界・標準地

伐区界・
成長量プロット

立木販売
分収育林
（皆伐）

製品生産　活用型
（列状間伐）

標準地 小班界・標準地

伐区界

立木販売
官行造林
（皆伐）

伐区界・標準地

伐区界

標準地 伐区界・標準地


